
おめでとう！
みんなの入学をまってたよ☆
（４月５日　増穂小学校入学式）

平成 28 年 5月号　No.74

今月のみどころ
・平成 28年度当初予算
・新トレーニング室オープン

【くらしのカレンダー】
・町有住宅入居募集
・ますほ児童センターまつり



　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にしてみました。金額
の単位は、「千万単位」を「万円」に置き換えてあります。早速見てみましょう。

　一家の収入は、主に給料で、それ
にパート収入や雑収入を加えた合計
は539万円です。しかし、それだけ
では賄えず、貯金の取り崩しや金融
機関からの借り入れで賄っていま
す。楽な家計ではありませんが、そ
の中でも、子どもの教育や医療費、
防災対策などによる修繕を確保して
います。また、ローン残高を減らす
努力をしています。
　現在の経済状況から、諸手当が
減っていくことが考えられるため、
給料全体が増加することは見込めま
せん。そのため、支出を工夫して、
経費を節約しながら、最少の経費で
最大の効果があげられるように事業
を計画しています。

74億6,414万2千円74億6,414万2千円
平成28年度当初予算

一般会計は、74億6,414万2千円  対前年比2.9％増

　
平
成
28
年
度
の
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
総
額
74
億
6
，4
1
4
万
2
千
円
、

対
前
年
度
比
で
2
・
9
％
の
増
。
13
特
別
会
計
・
1
企
業
会
計
総
額
57
億
4
，

9
9
8
万
7
千
円
、
合
わ
せ
て
1
3
2
億
1
，4
1
2
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
定
住
促
進
事
業
や
地
方
創

生
事
業
の
展
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制

の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施
策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
る
行
政
の

効
率
化
を
図
っ
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
28
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 74億 6,414 万 2千円 2.9 ％
特　別　会　計 54億 2,867 万 6千円 0.3 ％
国民健康保険 20億 9,765 万 1千円 △ 0.2 ％
後期高齢者医療 3億 7,033 万円 4.2 ％
介護保険 18億 1,153 万 6千円 0.7 ％
介護サービス事業 1億 199 万 2千円 △ 2.9 ％
奨学金 72万円 0.0 ％
簡易水道事業 2億 3,041 万 9千円 △ 11.2 ％
下水道事業 7億 9,310 万 7千円 3.0 ％
営農飲雑用水事業 372 万 8千円 △ 0.1 ％
箱原農業集落排水事業 1,596 万 4千円 17.1 ％
鹿島財産区 9万 2千円 84.0 ％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 52 万 8千円 △ 0.6 ％
峡南地区ことばの教室共同設置 173 万 3千円 0.0 ％
峡南地区充指導主事共同設置 87万 6千円 △ 2.7 ％
公営企業会計 3億 2,131 万 1千円 △ 1.7 ％
水道事業 3億 2,131 万 1千円 △ 1.7 ％

富士川さんちの家計簿富士川さんちの家計簿

【収　入】
給料� 514 万円
　⎧基本給（町税）� 140 万円
　⎨諸手当（交付税など）
　⎩� 374 万円
パート収入（負担金、使用料な
ど）� 18 万円
雑収入� 7 万円
金融機関からの借入（町債）
� 71 万円
貯金の取崩し（繰入金）
� 130 万円
前年度の残金（繰越金）
� 6 万円
合　計� 746 万円

【支　出】
食費（人件費）� 126 万円
医療費（扶助費）� 80 万円
公共料金、生活用品など（物
件費）� 114 万円
保険料、交際費など（補助費
など）� 114 万円
ローンの返済� 88 万円
家の改築、修繕など（普通建
設事業費など）� 100 万円
子どもへの仕送りなど（繰
出金、貸付金）� 124 万円

合　計� 746 万円
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歳　　　　　　　　入
町 税 14億 250 万 3千円
地 方 交 付 税 22億 5,000 万円
国 ・ 県 支 出 金 11億 4,443 万 6千円
使 用 料 及 び 手 数 料 9,995 万 4千円
分 担 金 及 び 負 担 金 7,861 万 8千円
町 債 7億 1,050 万円
繰 入 金 12億 9,790 万 4千円
そ の 他 4億 8,022 万 7千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 7,920 万 4千円
総 務 費 9億 9,248 万 1千円
総 務 管 理 費 5億 77万 2千円
徴 税 費 9,536 万 8千円
戸籍住民基本台帳費 3,574 万 3千円
選 挙 費 1,410 万 5千円
企 画 費 2億 6,286 万 9千円
統 計 調 査 費 98万 3千円
監 査 委 員 費 38万 7千円
文 化 ホ ー ル 費 8,225 万 4千円
民 生 費 21億 4,911 万 2千円
社 会 福 祉 費 13億 7,278 万 8千円
児 童 福 祉 費 7億 7,632 万 4千円
衛 生 費 8億 723 万 2千円
保 健 衛 生 費 5億 5,327 万 4千円
清 掃 費 2億 5,395 万 8千円
労 働 費 800 万円
農林水産業費 2億 8,133 万 6千円
農 業 費 2億 4,986 万 1千円
林 業 費 1,309 万 5千円
地 籍 調 査 費 1,838 万円
商 工 費 1億 4,574 万円
土 木 費 11億 3,935 万 7千円
土 木 管 理 費 4,061 万 8千円
道 路 橋 梁 費 3億 5,427 万 5千円
河 川 費 708 万 8千円
都 市 計 画 費 4億 4,044 万 4千円
住 宅 費 4,744 万 6千円
ま ち づ く り 推 進 費 2億 4,948 万 6千円
消 防 費 3億 2,935 万 5千円
教 育 費 6億 2,282 万 5千円
教 育 総 務 費 2億 119 万 1千円
小 学 校 費 1億 3,321 万円
中 学 校 費 9,984 万 2千円
社 会 教 育 費 4,119 万円
保 健 体 育 費 7,115 万 5千円
学 校 給 食 費 5,854 万 7千円
町 民 会 館 費 1,769 万円
災 害 復 旧 費 320 万円
公 債 費 8億 8,323 万 6千円
諸 支 出 金 1,606 万 4千円
公 営 企 業 費 879 万 2千円
基 金 費 727 万 2千円
予 備 費 700 万円

〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税…�町民税・固定資産税など皆さんが町に納

める税金
地方交付税…�所得税など国が徴収した税金の中から、

町の財政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金…�事業など特定の目的の財源として、国や

県から支出されるお金
町　　　債…�町が事業を行うときに国や金融機関な

どから借り入れるお金
繰　入　金…�一般会計、特別会計、基金の会計間にお

けるお金の移動を表す言葉
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■　総務費・消防費　■
峡南広域行政組合に関する費用� 3 億 4,880 万 9千円

議会・総務費� 1,547 万 5千円
計算センター� 3,202 万円
広域ネット� 675 万 2千円
電算システム� 2,600 万 7千円
老人ホーム（民生費）� 903 万 8千円
障害程度区分認定（民生費）� 118 万 9千円
消防費� 2 億 5,832 万 8千円

空き家実態調査業務� 640 万円
中山間地域等住宅用地取得費補助金� 640 万円
地域力創造交付金� 1,035 万円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費� 8,482 万 1千円
文化ホール運営費� 1,736 万円
消防団運営費など非常備消防費� 2,357 万円
防火水槽設置工事� 1,425 万 6千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費� 2,280 万円
障害者自立支援給付費� 3 億 2,805 万 6千円
子ども医療費� 5,936 万 4千円
児童手当� 2 億 2,050 万円
保育所総務費� 3 億 3,137 万 3千円
新ますほ児童センター建設地質調査・設計業務
� 1,569 万 1千円

■　教　育　費　■
増穂小学校飛散防止フィルム貼工事� 1,485 万円
増穂小学校非常用階段塗装工事� 356 万 4千円
増穂中学校建具サッシ化工事� 4,935 万 6千円
ICT教育機器購入費� 975 万 9千円
学校給食費補助� 1,752 万 6千円
町民会館管理費� 1,769 万円
トレーニング施設内装整備負担金� 723 万 6千円

■　衛　生　費　■
肺炎球菌ワクチンなど予防接種� 3,816 万 6千円
特定健康診査など健康診査業務� 4,581 万 5千円
浄化槽設置整備事業補助金� 522 万 2千円
太陽光発電システム設置補助金� 285 万円
一般廃棄物収集業務委託など� 8,152 万 6千円
中巨摩地区広域事務組合等負担金� 9,859 万 6千円
峡南医療センター企業団運営負担金
� 1 億 6,799 万 5千円
峡南医療センター企業団出資金� 2,500 万円

■　農林水産業費・商工費　■
青柳・長澤排水機場耐震診断業務� 2,296 万円
中山間地域総合整備事業� 5,072 万 5千円
農地環境整備事業� 1,110 万円
活性化施設費� 187 万 2千円
林道北山線舗装工事� 336 万円
旧五開小学校浄化槽布設替工事� 859 万 4千円
登山道整備業務� 472 万 4千円
ふるさと自然塾事業費� 629 万 5千円

■　土　木　費　■
富士川公園線など道路改良舗装費� 2 億 696 万円
大椚大久保線など道整備交付金事業� 4,800 万 5千円
下水道事業特別会計繰出金� 3 億 9,826 万 9千円
住宅管理費� 4,744 万 6千円
町民交流広場建設工事� 1 億 9,600 万円
橋梁長寿命化橋梁補修工事� 1,075 万円
公園長寿命化計画策定業務� 750 万円

一般会計　おもな歳出内容

◀
青
少
年
の
野
外
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ

れ
る
旧
五
開
小
学
校

◀
町
民
交
流
広
場
建
設
予
定
地

◀
防
火
水
槽
を
設
置
す
る
第
3
分
団

詰
所

◀
町
民
体
育
館
か
ら
移
転
さ
れ
た

新
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

平成 28. 5 月号　No.74（4）



平
成
28
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会
同

意◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
折
居
正
彦
氏
（
長
澤
）
を
再
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

依
田　

章
氏
（
鰍
沢
北
）、
芦
澤　

勲
氏
（
最
勝
寺
）、
神
田
正
治
氏
（
𣇃

米
）
を
再
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
構
成
に
つ
い
て

◇
委
員
長　
滝
戸
康
弘
氏（
最
勝
寺
）

◇
職
務
代
理　
渡
邊
正
志
氏
（
青
柳

町
）

◇
委
員　
秋
山
義
宏
氏
（
青
柳
町
）

折
居
和
雄
氏
（
長
澤
）

◇
補
充
員　

杉
田
和
孝
氏
（
大
久

保
）、
秋
山　
稔
氏
（
𣇃
米
）、
久
津

間
惠
理
子
氏（
青
柳
町
）、齋
藤
光
江

氏
（
中
部
）

◇
任
期　
平
成
30
年
5
月
17
日
ま
で

　
平
成
28
年
度
、
区
長
・
区
長
代
理

が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
代
表
と

し
て
1
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
区
長

佐
塚
孝
之
（
最
勝
寺
）、
長
澤
正
人

（
天
神
中
條
）、
杉
田
洋
一
（
大
久

保
）、
加
賀
美
誠
（
𣇃
米
）、
大
森
浩

文
（
小
林
）、
依
田　
實
（
長
澤
）、

井
上　
明
（
大
椚
）、
笹
本　
正
（
青

柳
町
）、
中
込
廣
男
（
平
林
）、
山
上　

豊
（
小
室
）、
大
森
昭
雄
（
高
下
）、

望
月　

眞
（
鰍
沢
北
）、
遠
藤　

一

（
鰍
沢
中
）、
深
澤　
隆
（
鰍
沢
南
）、

齋
藤
正
輝
（
中
部
）、
望
月
佳
利
（
五

開
）

※
な
お
、
区
長
顔
写
真
お
よ
び
区
長

代
理
の
紹
介
に
つ
い
て
は
次
号
で
掲

載
し
ま
す
。

　
4
月
1
日
付
け
で

宮
俊
夫
さ
ん

（
鰍
沢
中
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
し
、
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
4
月
10
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
富
士
川
町
消
防
団
入
退
団
式
が

行
わ
れ
、
団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、

団
員
任
命
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
退
団
者
、入
団
者
お
よ
び
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
副
団
長
》　
長
澤　
健

《
分
団
長
》

堀
口
昭
義
（
1
）
井
上
和
樹
（
4
）

望
月
一
樹
（
6
）
深
澤
利
彦
（
8
）

《
部
長
》

名
執
雅
之
（
1
）
大
沢
繁
太
（
9
）

《
班
長
》

小
林
大
輔
（
7
）
望
月
慎
太
郎
（
9
）

川
口
幸
人
（
9
）

《
団
員
》

遠
藤
健
司
（
1
）
小
野
智
寛
（
2
）

土
橋　
学
（
4
）
三
浦
信
一
（
5
）

井
上
大
和
（
6
）
大
森
裕
之
（
7
）

渡
邊
広
司
（
7
）
山
田
一
仁
（
7
）

山
下　
司
（
8
）
樋
口
昌
彦
（
9
）

深
沢
光
司
（
9
）

◆
入
団
者

《
団
員
》

中
村
好
宏
（
1
）
保
坂　
昂
（
1
）

長
澤
圭
真
（
1
）
秋
山
裕
隆
（
2
）

依
田
和
樹
（
2
）
窪
田
和
也
（
2
）

片
桐
秀
幸
（
3
）
鈴
木　
勝
（
3
）

内
池　
仁
（
3
）
深
澤
健
吾
（
4
）

大
森
健
人
（
4
）
大
久
保
稜
（
4
）

秋
葉
瑞
穂
（
5
）
若
林
克
友
（
6
）

有
泉
元
貴
（
6
）
増
原
直
哉
（
7
）

遠
藤　
仁
（
7
）
嶋
田
祐
也
（
7
）

今
村
智
弘
（
7
）
松
住　
純
（
8
）

青
木
一
将
（
8
）
樋
口
文
弥
（
9
）

◆
新
役
員

《
副
団
長
》　
志
村
正
和

《
分
団
長
》

深
沢
浩
太
（
1
）
加
賀
美
渓
（
2
）

依
田
隆
秀
（
4
）
深
澤
俊
也
（
6
）

石
坂
健
二
（
7
）
深
澤
公
雄
（
8
）

深
澤
一
仁
（
9
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》　
秋
山
真
樹
（
3
）

《
副
分
団
長
》

樋
口
正
紀
（
2
）
深
澤
公
一
郎
（
4
）

山
田
昌
志
（
6
）
栁
澤
明
仁
（
7
）

伊
藤
正
史
（
8
）
樋
口
一
也
（
9
）

《
部
長
》

深
澤
正
樹
（
1
）
横
内
太
加
志
（
1
）

清
水
直
樹
（
2
）
笹
本　
聖
（
4
）

望
月　
謙
（
6
）
望
月
直
樹
（
7
）

森
田
武
彦
（
7
）
松
嶋
和
也
（
7
）

野
中
昭
彦
（
8
）
宮
崎
真
一
（
8
）

望
月
英
紀
（
8
）
望
月
大
輔
（
9
）

《
班
長
》

秋
山
晃
二
（
1
）
井
上
宏
樹
（
1
）

市
川
智
一
（
2
）
井
上
竜
太
（
3
）

井
上
雄
也
（
4
）
井
上　
仁
（
6
）

秋
山　
塁
（
7
）
伊
藤　
誠
（
7
）

望
月
正
之
（
7
）
笹
本
貴
王
（
8
）

宮
崎
賢
吾
（
8
）
保
坂
伸
也
（
8
）

《
機
械
係
》

鮫
田
裕
介
（
1
）
深
澤　
聡
（
1
）

初
鹿
隼
人
（
2
）
初
鹿
野
実
（
3
）

手
塚
裕
之
（
4
）
樋
口　
厚
（
6
）

深
澤
慎
吾
（
7
）
米
山　
卓
（
7
）

中
村
資
春
（
7
）
秋
山
秀
昭
（
7
）

望
月
佳
樹
（
9
）

《
ラ
ッ
パ
隊
員
》

池
田
一
晃
（
1
）
小
池　
潤
（
1
）

中
込　
司
（
4
）
米
山　
卓
（
7
）

区
長
紹
介

区
長
紹
介

消
防
団
入
退
団
式

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

新入団員による宣誓

人

事

人

事
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障
害
者
相
談
員
は
、身
体
障
害
並
び
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
々
の
相
談
に
応

じ
、
福
祉
施
策
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、
助

言
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
て

い
る
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
が
3
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
が
2

名
委
嘱
を
受
け
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
相
談
事
が
あ
る
方
は
、
次
の
連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
）

（
任
期
：
平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日
）

●
身
体
障
害
者
相
談
員	

●
知
的
障
害
者
相
談
員

障害者差別解消法 がスタートします

　この法律は、障害のある人もない人も、互いに、その人らしさを認め合いながら、共に生きる社会をつくること
を目指します。

不当な差別的取扱いの禁止 合理的配慮の提供

　障害者差別解消法は、国の行政機関や地方公共団体、事業者などを対象とした法律です。
　個人の思想や言論などは対象としていません。しかし、すべての人が障害や障害者への理解を深め、思いやりを
持って適切な配慮を行うことは大切です。
　町では、法律の施行に伴い、適切な対応を行うために職員対応要領を策定しました。

●お問い合わせ	 ▶法律・差別について
	 　福祉保健課　障害福祉担当　☎22−7207
	 ▶役場への事項について
	 　財務課　人事給与担当　☎22−7201

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

中込　初代 氏
大椚 392−1
☎ 22−6822

牧野　雅紀 氏
鰍沢 2547−19
☎ 22−3479

依田　貞子 氏
箱原 48−1
☎ 27−0351

竹内　正直 氏
最勝寺 1347
☎ 22−4567

赤池ひとみ 氏
青柳町 34−1
☎ 22−1916

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

　障害のある人に対して、正当な理由なく、障害
を理由として差別することを禁止しています。

（例）�・受付の対応を拒否する
　　�・本人を無視して介助者
や支援者、付き添いの人
だけに話かける

　障害のある人から、何らかの対応を必要として
いるとの意思が伝えられたとき、負担が重すぎな
い範囲で対応することを求めています。

（例）�・障害のある人の障害特
性に応じて座席を決める

　　�・わかりやすく絵や写真
のカードなどを使う
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4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え
及
び
採
用

【
会
計
管
理
者
】（
総
務
課
長
）
増
原
俊
郎

【
政
策
秘
書
課
】

▼
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）
野
中
正
人
▼

政
策
補
佐
（
福
祉
保
健
課
長
補
佐
兼
健
康

増
進
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
遠
藤
悦
美
▼
政
策

補
佐
（
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
人
事
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
樋
口
一
也
▼
政
策
補
佐
（
財

政
課
）
渡
辺
成
昭
▼
秘
書
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
企
画
課
）保
坂
美
智
子
▼
企
画
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
企
画
課
）
海
野
公
哉
▼
推
進
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
望
月
博
仁
▼
広
聴

広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー（
財
政
課
）三
好　
健

▼
企
画
担
当
（
企
画
課
）
横
内
太
加
志
▼

推
進
担
当
（
企
画
課
）
依
田
哲
哉
▼
広
聴

広
報
担
当
（
企
画
課
）
渡
邉
葉
月
▼
秘
書

兼
推
進
担
当
（
税
務
課
）
石
原
沙
紀

【
財
務
課
】

▼
課
長
（
財
政
課
長
）
齋
藤　
靖
▼
財
務

課
長
補
佐
兼
財
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
財
政

課
長
補
佐
兼
財
政
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
深
澤

千
秋
▼
財
務
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア
対
策
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
長
補
佐
兼
リ
ニ
ア

対
策
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
長
澤　
康
▼
行
政

担
当
リ
ー
ダ
ー（
生
涯
学
習
課
）井
上　
誠

▼
人
事
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
総
務
課
）

西
川
修
司
▼
リ
ニ
ア
対
策
担
当（
建
設
課
）

齊
藤
義
慧
▼
人
事
給
与
担
当
（
企
画
課
）

秋
山
博
之
▼
財
政
担
当
（
総
務
課
）
望
月

芳
能
▼
行
政
担
当
（
総
務
課
）
橋
本
秀
平

▼
人
事
給
与
担
当
（
総
務
課
）
大
野　
萌

【
財
務
課
付
け
】

◆
派
遣

▼
県
市
町
村
課
（
農
林
振
興
課
）
佐
野
史

剛
▼
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合（
総
務
課
）

石
部
大
雅

【
管
財
課
】

▼
課
長
（
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務

所
長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
志
村
正
史

▼
契
約
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
総
務
課
）
芦
澤

晶
子
▼
施
設
整
備
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
総
務

課
）
井
上
直
人
▼
地
籍
調
査
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
農
林
振
興
課
）
石
坂
裕
樹
▼
財
産

管
理
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
教
育
総
務
課
）
河

西
裕
樹
▼
地
籍
調
査
担
当（
農
林
振
興
課
）

秋
山
直
子
▼
施
設
整
備
担
当
（
財
政
課
）

小
林
大
輔
▼
財
産
管
理
担
当
（
建
設
課
）

田
中
康
太
▼
契
約
担
当（
採
用
）田
辺
菜
々

美【
税
務
課
】

▼
課
長
（
企
画
課
長
）
田
辺
明
弘
▼
滞
納

整
理
監
（
収
納
室
長
）
山
形
勝
也
▼
税
務

課
長
補
佐
兼
住
民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
住

民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
大
久
保
公
生
▼
徴

収
担
当
リ
ー
ダ
ー（
収
納
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

井
上　
明
▼
徴
収
担
当
（
商
工
観
光
課
）

芦
澤
克
久
▼
資
産
税
担
当
（
採
用
）
関
麻

友
子

【
防
災
課
】

▼
防
災
担
当
（
上
下
水
道
課
）
嶋
田
祐
也

【
町
民
生
活
課
】

▼
町
民
生
活
課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
兼
児

童
保
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
）
樋
口
久
美
子
▼

生
活
環
境
担
当
リ
ー
ダ
ー（
福
祉
保
健
課
）

井
上　
圭
▼
保
険
年
金
担
当
（
商
工
観
光

課
）
望
月
ま
ゆ
み
▼
戸
籍
担
当
（
生
活
推

進
担
当
）深
澤
千
栄
▼
生
活
環
境
担
当（
採

用
）
片
桐
秀
幸

【
福
祉
保
健
課
】

▼
障
害
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生
活

課
）
中
沢
美
和
子
▼
健
康
増
進
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
会
計
課
）
根
岸
亮
子
▼
障
害
福
祉

担
当
（
町
民
生
活
課
）
深
澤
五
月
▼
健
康

増
進
担
当
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

遠
藤
香
利
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
健
康
増
進
担
当
）小
林
美
穂
▼
健
康
増
進

担
当
（
採
用
）
山
﨑
な
ぎ
さ

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
（
町
民

生
活
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
原
田
和
佳
▼
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー

企
業
団
（
税
務
課
）
望
月
大
輔

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
課
長
（
北
部
保
育
所
長
）
大
堀
ゆ
か
り

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
（
政
策
補
佐
）
松

井
清
美
▼
児
童
保
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子

育
て
支
援
課
）
井
上
直
子
▼
母
子
保
健
兼

児
童
保
育
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
大
柴
美

佳
▼
北
部
保
育
所
長
（
南
部
保
育
所
長
）

望
月
美
里
▼
南
部
保
育
所
長
（
児
童
セ
ン

タ
ー
館
長
）
窪
田
あ
ず
さ
▼
第
4
保
育
所

（
第
3
保
育
所
）中
込
早
百
合
▼
第
2
保
育

所
（
第
4
保
育
所
）
森
本
有
生
▼
第
5
保

育
所
（
第
1
保
育
所
）
笹
本
美
沙

【
産
業
振
興
課
】

▼
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
（
政
策
補
佐
）
秋
山　
忠
▼
産
業
振
興

課
長
補
佐
兼
観
光
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
観
光
振
興
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
依
田
正
紀
▼
産
業
振
興
課
長

補
佐
兼
農
林
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林

振
興
課
長
補
佐
兼
農
林
振
興
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
望
月　
聡
▼
商
工
振
興
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
商
工
観
光
課
）
一
之
瀬
三
千
▼
農

業
委
員
会
事
務
局
リ
ー
ダ
ー
（
農
林
振
興

課
）
長
田
博
幸
▼
観
光
振
興
担
当
（
町
民

生
活
課
）保
坂　
裕
▼
農
林
振
興
担
当（
町

民
生
活
課
）
深
沢
和
樹
▼
商
工
振
興
担
当

（
商
工
観
光
課
）鶴
田
賢
人
▼
観
光
振
興
担

当
（
採
用
）
深
澤
麻
貴

【
土
木
整
備
課
】

▼
課
長
（
建
設
課
長
）
細
野
幸
男
▼
農
林

土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林
振
興
課
）
齋

木
直
人
▼
一
般
土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建

設
課
）
杉
田　
進
▼
農
林
土
木
担
当
（
建

設
課
）
笹
本　
聖
▼
一
般
土
木
担
当
（
県

道
路
整
備
課
）
金
丸
哲
也
▼
農
林
土
木
担

当
（
農
林
振
興
課
）
角
倉
亮
治
▼
一
般
土

木
担
当
（
建
設
課
）
嶋
田　
諒

【
都
市
整
備
課
】

▼
課
長
（
農
林
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）
内
田
一
志
▼
整
備
推
進
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
井
上
勝
彦
▼
住
宅

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
雨
宮
正
貴
▼

計
画
公
園
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
一

之
瀬
英
志
▼
整
備
推
進
担
当
（
建
設
課
）

小
澤
裕
一
▼
計
画
公
園
担
当
（
建
設
課
）

小
林
一
貴
▼
住
宅
担
当
（
建
設
課
）
小
池

美
智
子
▼
整
備
推
進
担
当（
農
林
振
興
課
）

秋
山
一
将
▼
計
画
公
園
担
当
（
建
設
課
）

秋
山
祐
紀

【
上
下
水
道
課
】

▼
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務
所
長
兼

業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
長
）
河
原
恵
一
▼
上
水
道
担
当
（
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
）
堀
口
昭
義

【
会
計
課
】

▼
会
計
担
当
（
町
民
生
活
課
）
秋
山
麻
衣

子【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長
（
峡
南
広
域
行
政
組
合

計
算
セ
ン
タ
ー
所
長
）
山
田　
直
▼
議
会

事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
兼
議
事
調
査
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
庶
務
兼
議
事
調
査
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
小
林　
恵

【
教
育
総
務
課
】

▼
課
長
（
商
工
観
光
課
長
）
永
井
た
か
ね

▼
総
務
学
校
担
当
（
防
災
課
）
望
月
勇
太

郎【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
（
政
策
補
佐
）
早
川
竜
一
▼
文
化

振
興
監
（
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
）

望
月　
学
▼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
社
会

教
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）
川

口
信
二

【
派
遣
】

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン
タ
ー
所

長
（
税
務
課
長
）
磯
野
英
秋

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
け
）

▼
笠
井
千
尋
（
会
計
管
理
者
）
▼
秋
山
俊

男（
議
会
事
務
局
長
）▼
望
月
ひ
と
み（
子

育
て
支
援
課
長
）
▼
依
田
正
一
（
生
涯
学

習
課
長
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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釜無川浄化センター釜無川浄化センター釜無川浄化センター釜無川浄化センター

Ｔ

釜無川流域下水道釜無川流域下水道釜無川流域下水道釜無川流域下水道 富士川３号幹線富士川３号幹線富士川３号幹線富士川３号幹線

釜無川流域下水道釜無川流域下水道釜無川流域下水道釜無川流域下水道 富士川１号幹線富士川１号幹線富士川１号幹線富士川１号幹線

全体計画区域

流域下水道幹線

平成２７年度供用開始済区域

平成２８年度供用開始区域

及び受益者負担金対象区域

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
く
し
、
川
の
水
質
を
守
る
目
的
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
体

計
画
区
域
5
0
6・7
ha
の
う
ち
、
平
成
28
年
3
月
末
で
、
3
9
3・4
ha
の
区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
8
割
以
上
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
下
水
道
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
ら
、
1
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課　
下
水
道
担
当　
☎
22
―
7
2
0
4

𣇃米公民館

ますほ文化ホール

まほらの湯

役場本庁舎

鰍沢小学校

鰍沢警察署

鰍沢口駅

平成28年度　供用開始対象地域

平成 28. 5 月号　No.74（8）



　
町
で
は
平
成
25
年
度
か
ら
「
富
士

川
町
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

左
記
の
5
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ

て
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
後
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
が
あ
り
ま

す
。

　
午
前
7
時
ま
で
に
起
き
る
子
の
割

合
の
目
標
値
は
60
％
、
平
成
27
年
度

は
57
％
、
午
後
9
時
ま
で
に
寝
る
子

の
割
合
の
目
標
値
は
16
％
、
平
成
27

年
度
は
13
％
で
、
ど
ち
ら
も
目
標
値

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
心
身
を
育

む
う
え
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
は
と
て

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、全
体
の
傾
向
と
し
て
、

就
寝
時
間
が
遅
い
こ
と
で
朝
起
き
ら

れ
ず
、朝
食
を
食
べ
る
時
間
が
な
い
、

食
欲
が
な
い
と
い
う
子
の
増
加
が
見

ら
れ
ま
す
。

◆
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
‼

　
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
方
に
と
っ
て
、
不
規
則

な
生
活
リ
ズ
ム
は
身
体
に
大
き
く
影

響
す
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
睡
眠
や

食
事
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族

み
ん
な
で
健
康
で
い
る
た
め
に
、「
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
は
長
年
か

け
て
確
立
さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活

を
送
り
、
基
本
的

な
習
慣
を
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
食
育
推
進
計
画
の
こ
れ
か
ら

　
町
で
は
、「
心
や
身
体
と
食
の
つ
な

が
り
」、「
地
域
の
暮
ら
し
と
食
の
つ

な
が
り
」、「
地
域
の
農
産
物
と
食
の

つ
な
が
り
」
を
通
し
て
、
食
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
機
関
・
団
体
な
ど
が
連

携
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
る
食
育
を

推
進
し
、「
健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
1
食
あ
た
り
2
6
0
円
（
現
役
並
み
所
得
者
、
一
般

所
得
区
分
の
方
）
を
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
入

院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
、

食
材
費
相
当
額
に
加
え
、
調
理
費
相
当
額
も
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
4
月
1
日
か
ら
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
低
所
得
者
の
方
な
ど
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

福祉保健課
健康増進担当
☎22−7207

後期高齢者医療制度の
入院時食事療養費の負担額が変わります

【入院時の食事代】

所　　得　　区　　分 食費（ 1食あたり）

課税世帯 現役並み所得者および一般 260 円　⇒　360 円※

非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院 210 円（変更ありません）

過去12か月で91日以上
の入院（長期入院） 160 円（変更ありません）

低所得者Ⅰ 100 円（変更ありません）

※�平成 28年 4月 1日から 360 円、平成 30年 4月 1日から 460 円に引き上げられま
す。（指定難病患者又は小児慢性特定疾病児童等一部例外を除く）

『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
！

〜5つの基本目標〜
● 楽しい食を育む
● 食と健康に関心を持つ
● 地産地消と伝統ある食文化の継承
● 食の安全性に関する知識と理解を深める
● 環境に配慮した食生活を実践

☆
午
前
7
時
ま
で
に
起
き
る
子
・
午
後

9
時
ま
で
に
寝
る
子
を
増
や
そ
う
！

春号
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〜
基
礎
体
力
向
上
、
健
康
づ
く
り
〜

新
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
町
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
が
4
月
1
日
か
ら
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル

富
士
川
内
に
移
転
し
ま
し
た
。
管
理
・
運
営
は
指
定
管
理
者
「
株
式
会
社
ブ

ル
ー
ア
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
」が
行
っ
て
お
り
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
お
客
様
に

合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素
運
動
を
交
互
に
行
う「
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」が
あ
り
、初
心
者
の
方
や
女
性
の
方
で
も
気
軽
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
ま

す
。

【
営
業
時
間
】

　
火
曜
日
〜
土
曜
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

　
日
曜
日
・
祝
日

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

【
定
休
日
】

　
　
月
曜
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ブ
ル
ー
ア
ー
スM

Y-BO
D
Y

　
富
士
川　
☎
48
―
8
5
0
3

トレーニング室移設に伴う町民体育館サブアリーナの貸し出しについて
　旧トレーニング室を4月1日からサブアリーナとして貸し出しを開始しましたので、ご利用ください。
　なお、大会時は選手の控え室、ウォーミングアップなどでご利用いただけます。

【使用料】　　1時間あたり　430円
　※利用申請は他の社会体育施設と同様、教育委員会に申請をお願いします。

●お問い合わせ　生涯学習課　社会体育担当　☎22−5361

OPEN!!
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サーキットトレーニングって??サーキットトレーニングって??

◀
お
腹
・
わ
き
腹
を
引
き
締
め
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
。
女
性
に
お
ス
ス
メ
♪

◀
内
も
も
、
外
も
も
を
鍛
え
ま
す
。
普
段

使
わ
な
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
キ
レ
イ
な

足
の
ラ
イ
ン
を
目
指
し
ま
す
！

◀
腹
筋
・
背
筋
を
鍛
え
ま
す
。
お
腹
周
り

が
気
に
な
る
方
に
お
す
す
め
で
す
！

利 用 料 金

サーキット会員

利用料金
入会料 2,160 円
登録料 500 円
月々 5,940 円

ジム会員 1 か月券 3,780 円

都度利用 町内 430 円
町外 650 円

11回券 町内 4,320 円
町外 6,480 円

ごあいさつ

☆齋藤正臣（㈱ブルーアース
ジャパン取締役エリアマネー
ジャー）　「お客様一人ひとり
への対応を大切にし、皆さま
の健康のお役に立てますよ
う、スタッフ一同努力してま
いりますので、よろしくお願
いいたします。」

☆茂木隆将（ブルーアース
MY-BODY富士川店長）
「多くの方に、楽しくご来店
いただけますよう頑張ってま
いりますので、ぜひ足をお運
びください。お待ちしており
ます。」

サーキットトレーニング開催時間
［火〜金曜日］
　午前10時〜午後1時
　午後3時〜7時

［土曜日］
　午前10時〜午後1時

有酸素運動

筋力トレーニング

こ
の
広
報
を
お
持
ち
い
た

だ
い
た
方
に
は
特
別
料
金

で
ご
案
内
し
ま
す
♪

　サーキットトレーニングとは、30分間
の間に筋力トレーニングと有酸素運動を
交互に30秒ずつ行う軽運動です。誰で
もできる簡単な運動をとり入れています
ので、ご年配の方や運動初心者の方でも
すぐに始められる教室です !!
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保
育
所
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
嘱
託
職
員
（
保
育
士
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

◇
勤
務
先　
富
士
川
町
立
保
育
所

◇
業
務
内
容　
未
満
児
ク
ラ
ス
担
任

◇
採
用
人
数　
2
人

◇
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
15
分　
※
早
番
・
遅
番
あ

り◇
給
与　

月
額
1
5
2
，0
0
0
円

※
通
勤
手
当
有
り
（
一
般
職
員
の
例

に
よ
る
）

◇
採
用
期
間　
6
月
1
日
か
ら
平
成

29
年
3
月
31
日

◇
受
付
期
間　
5
月
10
日
（
火
）
ま

で　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
（
土

日
祝
日
は
除
く
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
し
込
み　
履
歴
書
を
役
場
財
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

◇
資
格　
町
内
在
住
で
60
歳
ま
で
の

身
体
の
健
康
な
方

◇
勤
務
先　
町
民
生
活
課

◇
業
務
内
容　
国
民
健
康
保
険
・
年

金
事
務
（
窓
口
、
電
話
対
応
、
事
務

補
助
な
ど
）

◇
採
用
人
数　
1
人

◇
勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
4
時
30
分

◇
採
用
期
間　
6
月
1
日
か
ら
平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で

◇
募
集
期
間　
5
月
2
日
（
月
）
か

ら
5
月
13
日
（
金
）
ま
で
（
土
日
祝

日
は
除
く
）

◇
選
考
方
法　
面
接

◇
申
し
込
み　
履
歴
書
を
役
場
財
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
財
務
課　
人
事
給
与
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

　
給
与
勤
務
条
件
に
つ
い
て

　
町
民
生
活
課　
保
険
・
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

峡
南
広
域
行
政
組
合

職
員
を
募
集
し
ま
す

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
職
種　
介
護
職

■
勤
務
先　
慈
生
園
（
南
部
町
中
野

2
8
4
7
）

■
採
用
予
定
人
数　
2
人
（
平
成
28

年
9
月
1
日
採
用
予
定
）

■
受
験
資
格　
昭
和
41
年
4
月
2
日

か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
。
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
者
。

■
受
験
受
付
期
間

　
5
月
24
日
（
火
）
か
ら
6
月
7
日

（
火
）
ま
で

※
申
込
書
は
峡
南
広
域
行
政
組
合
事

務
局
総
務
課
お
よ
び
慈
生
園
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
第
一
次
試
験

　
6
月
26
日
（
日
）

　
南
部
町
総
合
会
館
（
南
部
町
内
船

4
4
7
3
―
1
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
広
域
行
政
組
合　
総
務
課

　
☎
0
5
5
6
―
32
―
5
0
1
1

※
業
務
内
容
・
勤
務
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は　

慈
生
園　

☎
0
5
5
6
―

64
―
2
0
2
4
ま
で

税
務
職
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
税
務

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

①�

平
成
28
年
4
月
1
日
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ

び
平
成
29
年
3
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず

る
と
認
め
る
者

■
受
付
期
間
※
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

　
6
月
20
日
（
月
）
午
前
9
時
か
ら

6
月
29
日
（
水
）

■
試
験
日

　
第
一
次
試
験　
9
月
4
日
（
日
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
税
務
署　
総
務
課

　
☎
22
―
3
1
9
1

お知らせ

Information
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富
士
川
町
の
歴
史
を学ぶ

会

〜
富
士
川
町
を
知
ろ
う
〜

　
町
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
昔

の
富
士
川
町
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

◆
開
催
日
（
全
3
回
）

　

5
月
17
日
（
火
）、
6
月
8
日

（
水
）、
7
月
8
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

◆
会
　
場　
富
士
川
教
育
文
化
会
館

◆
受
講
料　
無
料

◆
講
　
師　
文
化
協
会
郷
土
研
究
部

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
電
話
ま
た
は
教
育
委
員
会
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

有
害
獣
防
除
柵
設
置

補
助
金
に
つ
い
て

　
町
に
は
、
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
な
ど
の
有
害
獣
か
ら
守
る
、
防
除

施
設
（
簡
易
電
気
柵
な
ど
）
を
設
置

す
る
た
め
の
費
用
の
7
割
を
補
助
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
農
地
の
保
全
を
お
考

え
の
方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
補
助
金
の
申
請
に
は
、
使
用
す
る

資
材
や
農
地
の
面
積
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課　
農
林
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

国
道
1
4
0
号
の
一
部
が

町
道
に
移
管
さ
れ
ま
し
た

　
4
月
1
日
か
ら
国
道
1
4
0
号
の

追
分
交
差
点
か
ら
大
椚
方
面
へ
約

5
0
0
m
の
区
間
が
、
県
か
ら
町
へ

管
理
が
移
管
さ
れ
、
町
道
追
分
大
椚

線
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
道
路
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
先
や
申
請
窓
口
も
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
土
木
整
備
課　
一
般
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

中
部
横
断
自
動
車
道
沿
線
の

屋
外
広
告
物
禁
止
地
域
の
指

定
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
に
供
用
予
定
の
六
郷

〜
増
穂
I
C
間
に
つ
い
て
、
通
行
の

安
全
性
お
よ
び
良
好
な
風
致
の
維
持

を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
10
月
1
日

か
ら
屋
外
広
告
物
禁
止
地
域
（
第
2

種
）
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
範
囲
は
、
当
該
道
路
か
ら
展

望
で
き
る
両
側
各
5
0
0
m
以
内
の

地
域
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
梨
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
建
設
事
務
所　
都
市
計
画
・

建
築
課　
都
市
計
画
担
当

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
2
0

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

平
成
28
年
2
月
利
用
分

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
の

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢
で
は
峡
南
保

健
福
祉
事
務
所
な
ど
と
連
携
し
て
、

生
活
困
窮
者
や
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
な
ど
で
働
き
先
が
な
く
、
生
活
に

お
困
り
の
方
の
就
職
活
動
を
、
専
門

の
支
援
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
電
話

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　
生
活
困
窮
者
、
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
な
ど

◆
内
容

・�

就
職
の
た
め
の
職
業
相
談
、
職
業

紹
介

・�

求
職
活
動
の
方
法
、
履
歴
書
・
職

務
経
歴
書
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・�

求
人
情
報
の
提
示
、
個
別
求
人
開

拓
・
職
業
訓
練
の
案
内

・
就
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

●
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鰍
沢

　
☎
22
―
8
6
8
9

使用日 依　　　頼　　　先 全体注文数
（はし・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

排出されたCO2を
吸収するスギ本数

2/6 夢未来　えがおつなげて蔵開きツアー 210 110 8.47 0.60

2/13 夢未来　えがおつなげて蔵開きツアー 260 140 10.78 0.80

2/20 青柳五丁目なかよしサロン「ほうとうの会」 170 120 9.24 0.70

2/27 あったかおうちカフェ 100 70 5.39 0.40

合計 740 440 33.88 2.43
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★
写
真
教
室

　

美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　
一
眼
レ
フ（
ミ
ラ
ー
レ
ス
を
含
む
）

カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
技
術
の
基
本
、

レ
ン
ズ
の
特
性
な
ど
を
指
導
と
作
品

の
講
評
と
添
削
を
行
い
、
写
真
作
品

の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。（
コ
ン

パ
ク
ト
カ
メ
ラ
使
用
不
可
）

※
5
月
17
日
（
火
）
新
入
生
体
験
出

席
可

◇�

日　
時　
毎
月
第
3
火
曜
日
（
6

月
よ
り
）
午
後
7
時
半
〜

◇�

場　
所　
町
民
会
館
（
野
外
撮
影

実
習
あ
り
）

◇�

年
会
費　
4
，0
0
0
円（
教
材
年

4
冊
ほ
か
）

◇�

講　
師　
志
村
暢
三
（
写
団
ま
す

ほ
代
表
）

　
☎
22
―
3
5
7
1

★
ペ
ン
習
字
教
室

　

競
書
誌
「
ペ
ン
の
力
」
で
勉
強

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
…
速
く
て
便

利
。
で
も
年
賀
状
く
ら
い
は
〝
描
き

文
字
”
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い
も
の

で
す
。〝
美
文
字
”始
め
ま
せ
ん
か
。

◇�

日　
時　
毎
週
水
曜
日
午
後
8
時

（
月
4
回
）

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
長
沢
み
ど
り
先
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
4
8

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

◇
誌　
代　
月
7
0
0
円

◇�

持
ち
物　
小
学
生
用
国
語
帳
（
10

マ
ス
）、
デ
ィ
ス
ク
ペ
ン

★
児
童
文
学
創
作
教
室

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
わ
く
わ

く
、
ド
キ
ド
キ
す
る
お
話
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
児
童
文
学
教
室
で
は
、
先
生
の
指

導
の
下
、
楽
し
く
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
作
品
集
の
発

刊
も
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

◇
日　
時　
毎
月
1
回
（
不
定
日
）

◇�

場　
所　
長
澤
妙
子
宅
（
天
神
中

條
）

◇
責
任
者　
笠
井
千
尋

　
　
　
　
　
☎
22
―
1
4
7
5

◇
入
会
金　
5
，0
0
0
円

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

★
ま
す
ほ
　
あ
や
め
コ
ー
ラ
ス

　

人
生
に
リ
ズ
ム
を

　
　
　
　
　

生
活
に
歌
声
を

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く

り
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇�

日　
時　
月
4
回
（
第
1
・
3
木

曜
日
と
第
2
・
4
火
曜
日
）
午
後

7
時
40
分
〜

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
有
泉
美
宇
子
先
生

◇
責
任
者　
深
沢
通
子

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
0
6

◇
会　
費　
月
1
，5
0
0
円

★
陶
芸
教
室

　

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

花
入
れ
な
ど

　
な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇�

日　
時　
昼
の
部　
毎
月
第
1
・

3
水
・
木
曜
日　

午
後
1
時
〜　

夜
の
部　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日　

午
後
7
時
〜

◇�

場　
所　
作
業
室
（
本
庁
舎
東
別

館
東
側
）

◇
責
任
者　
石
井
七
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
2
1
0
5

◇
入
会
金　
3
，0
0
0
円

◇
会　
費　
昼
の
部�

3
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
夜
の
部�

2
，0
0
0
円

★
箏
曲
教
室

　

初
心
者
の
人
も
歓
迎
！

　
初
心
者
歓
迎・経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」
の
も
の

を
使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
楽
譜
は
実
費
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇�

日　
時　
月
2
回
木
曜
日　
午
前

9
時
半
〜
11
時
半

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
責
任
者　
原
田
眞
弓

　
　
　
　
　
☎
22
―
6
0
4
3

◇
会　
費　
年
間
5
，0
0
0
円

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
お
申
し
込
み
は
5
月
31
日
（
火
）

ま
で
に
文
化
協
会
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
町
文
化
協
会
（
教
育
委
員
会
内
）

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
℻
22
―
5
3
9
2

　
3
月
20
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

富
士
川
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

92
名
が
集
い
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
3
コ
ー
ス
の
順
に
ス

タ
ー
ト
し
、

さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま

し
た
。

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
計
画

5
月
15
日
（
日
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
会

6
月
19
日
（
日
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
会

5
月
1
日
（
日
）・
6
月
5
日
（
日
）

ヨ
ガ
教
室

そ
の
他
、
定
例
開
催
・
リ
ズ
ム
体
操

な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内　

☎
22
―
5
3
6
1
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
6
回
富
士
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
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＊
「
と
も
に
輝
く
ふ
じ
か
わ
へ
」
っ

て
な
あ
に
？

　
互
い
に
手
を
と
り
あ
い
、
誰
も
が

輝
い
て
生
き
ら
れ
る
住
み
よ
い
富
士

川
町
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い
を
込

め
て
付
け
た
「
富
士
川
町
男
女
共
同

参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
計
画
は
平

成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の
5
年

間
で
す
。

＊
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
ど

ん
な
社
会
？

　
男
性
も
女
性
も
お
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
言
い
変
え
る
と
、
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
生
き
生
き
と
人
生
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

＊
ど
う
し
て
「
男
女
共
同
参
画
」
が

必
要
な
の
？

　
一
つ
は
、憲
法
に「
個
人
の
尊
重
」

と
「
法
の
下
の
平
等
」
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
事
な
意
思
決
定
の

場
に
女
性
が
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
男
女
間
の
不
平
等
を
感

じ
た
り
す
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い

か
ら
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
な
ど
の
社
会
環
境
の

急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
と

ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

＊
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
実
現

に
向
け
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

▼
地
域
社
会
に
お
け
る
制
度
や
慣
行

を
見
直
し
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
を
改
革
す
る
。

▼
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性

の
参
画
を
促
進
す
る
。

▼
働
き
た
い
人
が
そ
の
能
力
を
十
分

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
な
ど
で
す
。

　
富
士
川
町
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
を
配
布

し
ま
す
。

　
ま
ず
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
考
え
て
行
動
に
移
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
誰
も
が
い
き
い
き
と
輝

い
て
暮
ら
せ
る
富
士
川
町
に
な
る
よ

う
に
！

　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

2
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
5
月
号
よ

り
、
ひ
と
月
お
き
に
健
康
い
き
い
き

情
報
に
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
も

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
富

士
川
病
院
の
特
徴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
よ
り
情
報
発
信
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
に
元
気
で
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
富
士
川
町
の

平
成
27
年
の
高
齢
化
率
（
人
口
の
65

歳
以
上
の
割
合
）
は
36
・
1
％
で
、

全
国
平
均
の
26
・
4
％
の
は
る
か
に

高
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
達
す

る
こ
と
で
、
介
護
・
医
療
な
ど
の
社

会
問
題
と
さ
れ
て
い
る
『
2
0
2
5

年
問
題
』
が
、
富
士
川
町
に
は
す
で

に
迎
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
地
域
と
し
て
包
括
ケ
ア
の
手
立

て
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
高
齢
者
の
方
に
元
気
で
健
康
で

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。

健
康
に
長
生
き
の
秘
訣
は
？

　
高
齢
者
の
中
で
も
生
活
習
慣
病
を

有
す
る
と
、
早
く
か
ら
介
護
を
要
す

る
状
態
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
と
は
、
糖
尿
病
・
高

血
圧
・
高
脂
血
症
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
偏
食
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ

ス
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣

が
発
症
に
関
与
す
る
病
気
で
す
。
脳

梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
ハ
イ
リ
ス

ク
で
、
命
に
係
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
介
護
を
必
要
と
す
る
後
遺
症

も
問
題
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
生

活
習
慣
病
は
、
自
覚
し
気
を
つ
け
る

こ
と
で
予
防
も
で
き
ま
す
。

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
自
分
の
血
圧
・
血
糖
・
脂
質
状
態

を
確
認
し
、
早
期
に
生
活
習
慣
病
を

発
見
し
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
富
士
川
病
院
は
健
診
セ
ン
タ
ー
も

併
設
し
、
健
康
教
室
な
ど
の
予
防
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
教
室
は
毎
月
第
3
木
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
4
月
号
に

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
慢
性
腎

臓
病
予
防
教
室
を
町
主
催
で
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。

機
能
維
持
の
リ
ハ
ビ
リ
を

早
く
か
ら
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
リ
ハ

ビ
リ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。
要
介
護
状
態

で
も
、
機
能
維
持
目
的
で
の
リ
ハ
ビ

リ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
を
遅

ら
せ
、
自
宅
で
の
日
常
生
活
の
維
持

が
期
待
で
き
ま
す
。
認
知
症
の
進
行

に
関
し
て
も
リ
ハ
ビ
リ
が
有
効
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
元
気
で
困
ら
ず
に

自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
早
く
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

峡南医療センター
富士川病院　院長

小林　正史

ともに輝く
ふじかわへ

富士川町
男女共同参画推進委員会

健
康
い
き
い
き
情
報

〜
健
康
で
元
気
に
長
生
き
〜

New
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
好
評
の
文
化
ホ
ー

ル
・
春
フ
リ
マ
。
心

地
良
い
季
節
に
、
み

ん
な
で
の
ん
び
り
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　
5
月
15
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
2
時

◇
会
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

◇
入
場　
無
料

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

ピ
ノ
ッ
キ
オ

日
本
語
オ
ペ
ラ
・
こ
ん
に
ゃ
く
座
公
演

■
5
月
21
日
（
土
）
発
売
！

　
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
」は
、4
人
の
歌
い

手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
舞
台
で

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
楽

し
め
る
愉
快
な
日
本
語
の
オ
ペ
ラ
公

演
。
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
予
約
制
）
も

あ
る
の
で
、
ご
家
族
お
揃
い
で
安
心

し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
日
時　
6
月
19
日
（
日
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　
指
定
席
2
，0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
1
，8
0
0

円
・
中
学
生
以
下
1
，0
0
0
円
）

※
4
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

「
ス
イ
ー
ツ・ク
ラ
シ
ッ
ク

 V
ol.10

」

■
5
月
26
日
（
木
）
発
売
！

　
す
っ
か
り
定
番
と
な
っ
た
町
内
の

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
し
な
が

ら
、
弦
楽
器
の
素
敵
な
音
色
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
。
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
は
お
早
め

に
！

◇
日
時　
6
月
26
日
（
日
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
1
，0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

【
募
集
情
報
】

林
家
彦
い
ち
指
導

「
熱
血
こ
ど
も
ら
く
ご

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
体
験
学
習
企

画
と
し
て
次
の
講
座
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
お
電

話
で
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
8
月
9
日
（
火
）、
10
日

（
水
）2
日
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5

時◇
対
象　
5
歳
か
ら
高
校
生
ま
で

◇
定
員　
50
人

◇
内
容　
落
語
っ
て
な
あ
に
？　
小

噺
に
挑
戦
！

◇
受
講
料
：
無
料

矢
崎
仁
司
監
督
「
富
士
川
日
記
2
0
1
6
年
」

映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
シ
ナ
リ
オ
講
座
」

◇
日
時　
5
月
29
日（
日
）、6
月
26

日
（
日
）
全
2
回　
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

◇
対
象　
18
歳
以
上

◇
定
員　
20
人

◇
内
容　
シ
ナ
リ
オ
と
は
。
富
士
川

町
の
架
空
の
あ
る
一
家
族
の
物
語
を

創
作
し
ま
す
。

◇
受
講
料　
2
，0
0
0
円

映
画
作
り
を
趣
味
に
し
ま
せ
ん
か
？

「
映
画
制
作
入
門
講
座
」

◇
日
時　
7
月
9
日
（
土
）・
10
日

（
日
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　
18
歳
以
上

◇
定
員　
20
人
（
初
心
者
向
け
）

◇
内
容
：
撮
影
実
習
や
編
集
の
基
礎

学
習

◇
受
講
料　
1
，0
0
0
円

※
指
導　
㈱
ブ
レ
イ
ン

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信
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【
短　

歌
】

こ
の
年
の
最
後
の
な
ら
む
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
を
な
せ
り
今
日
十
七
度

	

堀
之
内
と
し
子

カ
ラ
フ
ル
な
案
山
子
の
風
船
ゆ
れ
て
ゐ
る
ほ
う
れ
ん
草
の
畑
の
中
に

	

保
坂　

公
恵

い
ま
も
っ
て
痛
み
の
残
る
右
の
手
に
供
花
を
切
り
を
り
白
菊
固
し

	

遠
藤　

千
鶴

歩
く
の
が
日
課
と
な
り
ぬ
今
日
も
ま
た
午
後
の
日
を
う
け
田
の
畦
を
ゆ
く

	

伴
野
つ
た
ゑ

【
俳　

句
】

春
霞
そ
こ
ら
に
あ
た
り
が
富
士
の
山	

吉
武
み
ど
り

春
寒
の
雀
か
た
ま
る
日
暮
か
な	

樋
口　

易
子

縄
と
び
の
縄
の
か
ら
ま
る
桜

さ
く
ら

東ご

風ち	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

歩
い
た
道
違
え
ど
里
は
子
に
戻
る	

樋
口　

文
子

今
日
は
草
津
明
日
は
別
府
の
入
浴
剤	

鮎
川　

弘
子

で
き
た
嫁
教
え
る
は
ず
が
教
え
ら
れ	

大
森　

征
子

〜母親の目線から地域を見守る〜
原田　紅陽さん（最勝寺区）
志村　清美さん（最勝寺区）
堀内千恵子さん（最勝寺区）

　最勝寺地区の防犯パトロールや子どもの登下校の見
守り活動などを行っている「最勝寺駐在所ふれあい連
絡会」に女性会員として初めて委嘱された原田さん、
志村さん、堀内さんにお話を伺いました。

■最勝寺駐在所ふれあい連絡会とはどのような団体で
すか？
　地域の防犯上の要望や意見を取り上げるなど警察と
地域のつなぎ役として平成7年に発足し、今年で22
年目になります。現在は、男性25名、女性3名で構
成されています。

■会員になられた経緯を教えてください。
　同じ地区に住む会員さんからこの連絡会についてのお話しを聞き、子どもを持つ母親の目線から協
力することができれば良いなと思ったことがきっかけです。
■どのような活動を行っていこうと考えてますか？
　防犯パトロールや子どもたちの登下校の見守り活動のほか、
地域の防犯上の問題点や課題などを取り上げ、解決していけた
らいいなと考えています。近年は、子どもが犯罪に巻き込まれ
る事件や事故が多くあるなか、地域の宝である子どもたちに
とって安全安心で住みやすい地域になるよう、いろんなことに
協力していきたいです。

（写真：左から原田さん、志村さん、堀内さん）
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明るい選挙出前授業
増穂商業高等学校

　3月 14 日（月）、県立増穂商業高等学校 1、2年生
224 人を対象に、選挙制度についての出前授業が行わ
れました。これは、選挙権年齢が満 18歳以上に引き
下げられたことに伴い、県選挙管理委員会および明る
い選挙推進協議会の主催により実施されたものです。

ヴァンフォーレ甲府富士川町サンクスデー
山梨中銀スタジアム

　4月 10日（日）、山梨中銀スタジアムにおいて J 1リーグヴァンフォーレ甲府対湘南ベルマーレ戦が「ホームタウ
ン富士川町サンクスデー」として開催されました。試合前には、増穂サッカースポーツ少年団によるキッズチャレン
ジマッチや甲州YOSAKOI 凜舞増穂による応援パフォーマンスなどが行われ、また、スタジアムの外では町観光物産
協会と増穂商業高校生徒による「いきいきショップ増商」がそれぞれ出店し、町のPRを行いました。

希望を胸に
入所、入学おめでとう

　町内保育所、小・中学校において入所式、入学式が
行われました。平成28年度の小学校新入学児童は110
人、中学校新入学生徒は 116 人です。

大盛況 !!　大法師さくら祭り
　大法師さくら祭
りが開催され、今
年も多くの来場者
で賑わいました。
お祭りの最終日に
は、来場車台数が
7年ぶりに 1万台
を突破しました。

◀ 1万台目となった
埼玉県東松山市の鈴
木忠雄さん、裕子さ
んご夫妻

「消防団第3分団詰所」竣工式
　3月24日（木）、
長澤区・大椚区を
担当する富士川町
消防団第3分団の
詰所が完成し、竣
工式が行われまし
た。この施設は、
前詰所の老朽化な
どに伴い新築さ
れ、地域の安心安
全を守る防災拠点
として活用されま
す。

▲ 4月 7日（木）鰍沢中学校入学式

▲選手と一緒に入場したエスコートキッズたち ▲甲州YOSAKOI 凜舞増穂による応援パフォーマンス
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆5月のホームタウンゲーム
　・5月4日（水祝）	 19：00　VS柏レイソル
　・5月14日（土）	 18：30　VS名古屋グランパス
　・5月18日（水）	 19：00　VSヴィッセル神戸
　・5月25日（水）	 19：00　VS湘南ベルマーレ

旧町民会
館で開館しています♪

図書館は

　より多くの皆さんに図書館を利用してもらえるように図書館の
ご案内をします。

◆場　　所	 旧町民会館　1階
◆開 館 日	 火曜日〜日曜日
	 ※月曜日と祝日は
	 　お休みです
◆開館時間	 午前 9時〜正午
	 午後 1時〜 5時
	 ※お昼は 1時間お休みです
◆本を借りるとき
	� 利用カードを発行します。本と一緒にカードを提示

してください。
◆本を返すとき
	 本を図書室受付カウンターに置いてください。
◆貸出冊数	 一人 10 冊まで借りられます。
◆貸出期間	 2 週間まで借りられます。
◆利 用 料	 無料

新刊書が毎週入ってきます！
　タイムリーな話題作、児童書や紙芝居なども取りそろえ
ています。

おはなし会
　5月 21日（土）　午前 11：00〜 11：30
　協力：図書館ボランティア
　　　　すずらん（朗読の会）

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　500 万円　保坂精治様（鰍沢中）
　「甲州鰍沢温泉かじかの湯の振興のために」
一金　20 万円　小林達也様（鰍沢中）
　「亡母　キミ子様のご遺志により町の社会福祉の向上のために」

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	最　勝　寺	 穴澤　羽琉	（は　る）	 女	 拓　眞
	小　　　林	 丸山　桜奈	（さ　な）	 女	 俊
	長　　　 	 塩 　愛莉	（あいり）	 女	 勇　樹
	 〃	 小澤　日葵	（ひまり）	 女	 賢　一
	 〃	 市川　瑞枝	（みずえ）	 女	 雅　一
	大　　　椚	 樋口　愛紗	（あいさ）	 女	 豪
	 〃	 望月　桜風	（おうぶ）	 男	 学
	五　　　開	 望月　紬生	（つむぎ）	 男	 修　嗣

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	青　柳　町	 深 　宏彰	 絵　里	 （ 山 本 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 佐 　　巧	 67	 功　　一
	 〃	 深 なつよ	 100	 深澤芳江
	小　　　林	 黒澤マサ子	 89	 守
	青　柳　町	 志村タダコ	 90	 安　　則
	 〃	 石井はつ代	 94	 光　　子
	 〃	 山本　美子	 80	 賢　　司
	小　　　室	 深 　哲雄	 78	 深澤耕一
	鰍　沢　南	 堀之内金男	 81	 浩　　二

ひとのうごき（ 4月 1日現在）

人　口	 15,812 人	 （− 65）
　男	 7,687 人	 （− 26）
　女	 8,125 人	 （− 39）
世　帯	 6,293 戸	 （− 13）	 ※ (　) 内は対前月比
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人
と

くん
（平成 26年 9月・鰍沢中）
父　昂平さん・母　綾花さん

塩田　　華
はな

ちゃん
（平成 26年 10月・長澤）
父　将大さん・母　恵理香さん

堀之内　駿
しゅん

くん
（平成 26年 7月・鰍沢北）
父　達さん・母　光世さん

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　カメラを向けるとこんなキ
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笑って〜

　いつもかわいい笑顔をあり
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